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取中の紹介



取石中学校の

ＴＭに含まれる３つの意味

① 府の事業(確かな学びを育む）
② 取中のメソッドの推進
③ 取中の未来につながる

昨年度の成果と課題



昨年度のテーマ

ユニバーサルデザインを取り入れた
取中スタンダードの確立

① 本時の流れの掲示
② タイマーの設置
③ 教室環境の整備（前方に目隠し 掲示物の精選 など）

④ ペア・班活動の実施（自分の考えや意見を持つ）

⑤ 思考ツール研修

授業の見通しを見える化

「可視化」
① 本時の流れの掲示
② タイマーの設置
③ 教室環境の整備（前方に目隠し 掲示物の精選 など）

④ ペア・班活動の実施（自分の考えや意見を持つ）

⑤ 思考ツール研修 今年度の取り組みへ！

昨年度の成果と課題
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① 本時の流れの掲示
② タイマーの設置 スタンダード(取中ＵＤ)

③ 教室環境の整備 として定着

昨年度の成果と課題

昨年度（UDアンケート） 6月 10月
・『めあて』の提示 86.4％→94.1％
・『学習の流れ』の提示 77.3％→94.1％
・静かになった後に説明や 85.7％→94.1％
指示しているか



④ ペア・班活動の実施（自分の考えや意見を持つ）

⑤ 思考ツール研修

昨年度
・生徒が考えたことを 6月 10月
共有する機会を作っている 86％→71％

昨年度より取組み始め、浸透や活用の差は大
きく、今年度のテーマへとつながる！

昨年度の成果と課題



〇「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体的な充実を図る
〇 タブレット端末 の有効活用した学習環境を作る
〇「考える」場面を意識して効果的で効率的な話し合い活動をつくる
〇「分からない」を大切にする授業を構築する
〇授業のめあて、まとめを大切にする
〇できたところ・よいところをフィードバックする

具現化 育成

取中生の学びを支える授業のポイント５
高石っ子育みの授業スタンダード基本指導過程をベースにPointとして提示

知識および技能

の習得

思考力・判断力・表現力等

の育成

学びに向かう力・人間性等

の涵養

学習指導要領に掲げられた育成をめざす資質・能力

生徒の学力の向上 教職員の授業力向上

PointⅠ

PointⅡ

PointⅢ

PointⅣ

PointⅤ

学習の目標（めあて）を明らかにする

生徒が自分で考える時間を設ける

生徒が表現と交流する場を設ける

生徒が学んだことを活用する場を設ける

学習のまとめと振り返りの時間を設ける

授業規律の維持 確立

生徒指導を意識した

教科 指 導

学
習
の
流
れ
を
明
ら
か
に

学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る

○ 自己肯定感（自己存在感）の感受を促進する

○ 共感的な人間関係を育成する

○ 自己決定の場を提供する

○ 安全・安心な「居場所」に配慮する

授業づくりの4Point

意識化

めあて…思考力（スキル）の焦点化

考えを整理できそうな思考ツールの活用

≪全体での共有→再考→新しい気づき≫

Chlomebookを活用しての効率的共有化

「取中スタンダード」の確立 step２

『考える授業づくり』の工夫

本
時
の
流
れ
を
掲
示…

全
授
業
で
！

考えを整理できそうな思考ツールの活用 Chlomebookを活用しての効率的共有化

今年度のテーマ



〇「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体的な充実を図る
〇 タブレット端末 の有効活用した学習環境を作る
〇「考える」場面を意識して効果的で効率的な話し合い活動をつくる
〇「分からない」を大切にする授業を構築する
〇授業のめあて、まとめを大切にする
〇できたところ・よいところをフィードバックする

具現化 育成

取中生の学びを支える授業のポイント５
高石っ子育みの授業スタンダード基本指導過程をベースにPointとして提示

知識および技能

の習得

思考力・判断力・表現力等

の育成

学びに向かう力・人間性等

の涵養

学習指導要領に掲げられた育成をめざす資質・能力

生徒の学力の向上 教職員の授業力向上

PointⅠ

PointⅡ

PointⅢ

PointⅣ

PointⅤ

学習の目標（めあて）を明らかにする

生徒が自分で考える時間を設ける

生徒が表現と交流する場を設ける

生徒が学んだことを活用する場を設ける

学習のまとめと振り返りの時間を設ける

授業規律の維持 確立

生徒指導を意識した

教科 指 導

学
習
の
流
れ
を
明
ら
か
に

学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る

○ 自己肯定感（自己存在感）の感受を促進する

○ 共感的な人間関係を育成する

○ 自己決定の場を提供する

○ 安全・安心な「居場所」に配慮する

授業づくりの4Point

意識化

めあて…思考力（スキル）の焦点化

考えを整理できそうな思考ツールの活用

≪全体での共有→再考→新しい気づき≫

Chlomebookを活用しての効率的共有化

「取中スタンダード」の確立 step２

『考える授業づくり』の工夫

本
時
の
流
れ
を
掲
示…

全
授
業
で
！

考えを整理できそうな思考ツールの活用 Chlomebookを活用しての効率的共有化

今年度のテーマ



□

個の学習状況を把握し、その場で支援したり、
次時の授業を改善したりしている。

生徒の資質能力を育むために、単元や題材の学
習を通して「いつ」「何を」「どのように」評
価するかを明確にしている。

□

□

□

□

取中生の学びを支える授業のポイント踏まえた要素１０

授業をデザインするために必要な10の場面を要素として提示します。
それぞれの要素項目についてセルフチェックして授業構築の参考にしましょう！

□

□

□

□

生徒の興味・関心を高めている。

□

知的好奇心をかき立てる発問をしている。

考えを引き出すように発問している。

教室掲示等、学習環境を整備している。□

□
生徒に、何を学ぶか、どのように学ぶのか、見
通しをもたせている。

□

学習の流れやめあてを提示している。

生徒が互いに、認め合ったり、称賛し合ったり
できるようにしている。
生徒が粘り強く課題に取り組めるように、受
容・称賛・励ましの言葉を掛け合っている。

□

□

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら、
生徒の多角的に捉えている。□

ＩＣＴ機器を活用し、課題の提示を工夫してい
る。□

教師が思考に働きかけるような発問や、本時の
ねらいを達成するための発問をしている。

教師が生徒の発言を価値づけている。

「なぜだろう」「どうしてだろう」と生徒が課
題を追究している。

個に応じた支援について、あらかじめ検討・準
備している。

生徒が本時の学習課題を理解したり、課題を解
決したりしている。

多面的・多角的に捉えさせ、情報を整理・分析
させている。

生徒が考えたことを共有している。

□
□

大型提示装置を活用し、プロジェクターに教材
を映している。
chromebook 等のアプリを活用し、教材を校
内で共有している。
chromebook 等のアプリを活用し、共同編集
作業に取り組ませている。

□

□

生徒の考えたことをキーワードでまとめてい
る。

□

ノートに書かせる内容を指示している。

情報が整理され、見やすくて分かりやすい。

１時間の学習内容や生徒の思考過程を可視化し
ている。

(例)
ベン図、ピラミッド、イメージマップ 、クラゲチャート、
ダイヤモンドランキング 、Ｘ・Ｙ・Ｗチャート、
マトリックス

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら考
えたことを可視化し、操作させている。

□

□ ひとり一人の考えを表出させている。

□
□

□

本時のめあてを振り返らせている。

学習内容をまとめている。

自分の言葉で本時の学習について自己評価させ
ている。

次時の学習の見通しをもたせている。
□

単元や題材の学習を通して、生徒に身に付けさ
せる力を明確にした指導計画を作成している。
指導計画に基づき単元や題材のめあてを考えて
いる。

□

□

単元のゴールを明確にしている。

□
□

□

□

□

認め合う・学び合う集団の形成

構造的な板書とノート指導振り返りの設定

思考ツールの活用

ＩＣＴ機器の活用発問の工夫

価値ある対話・表現と交流

見通しをもたせるめあてと導入単元を見通した指導計画

授業改善に活かす評価

要素① 要素②

要素③ 要素④

要素⑤ 要素⑥

要素⑧要素⑦

要素⑩要素⑨

□

個の学習状況を把握し、その場で支援したり、
次時の授業を改善したりしている。

生徒の資質能力を育むために、単元や題材の学
習を通して「いつ」「何を」「どのように」評
価するかを明確にしている。

□

□

□

□

取中生の学びを支える授業のポイント踏まえた要素１０

授業をデザインするために必要な10の場面を要素として提示します。
それぞれの要素項目についてセルフチェックして授業構築の参考にしましょう！

□

□

□

□

生徒の興味・関心を高めている。

□

知的好奇心をかき立てる発問をしている。

考えを引き出すように発問している。

教室掲示等、学習環境を整備している。□

□
生徒に、何を学ぶか、どのように学ぶのか、見
通しをもたせている。

□

学習の流れやめあてを提示している。

生徒が互いに、認め合ったり、称賛し合ったり
できるようにしている。
生徒が粘り強く課題に取り組めるように、受
容・称賛・励ましの言葉を掛け合っている。

□

□

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら、
生徒の多角的に捉えている。□

ＩＣＴ機器を活用し、課題の提示を工夫してい
る。□

教師が思考に働きかけるような発問や、本時の
ねらいを達成するための発問をしている。

教師が生徒の発言を価値づけている。

「なぜだろう」「どうしてだろう」と生徒が課
題を追究している。

個に応じた支援について、あらかじめ検討・準
備している。

生徒が本時の学習課題を理解したり、課題を解
決したりしている。

多面的・多角的に捉えさせ、情報を整理・分析
させている。

生徒が考えたことを共有している。

□
□

大型提示装置を活用し、プロジェクターに教材
を映している。
chromebook 等のアプリを活用し、教材を校
内で共有している。
chromebook 等のアプリを活用し、共同編集
作業に取り組ませている。

□

□

生徒の考えたことをキーワードでまとめてい
る。

□

ノートに書かせる内容を指示している。

情報が整理され、見やすくて分かりやすい。

１時間の学習内容や生徒の思考過程を可視化し
ている。

(例)
ベン図、ピラミッド、イメージマップ 、クラゲチャート、
ダイヤモンドランキング 、Ｘ・Ｙ・Ｗチャート、
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せる力を明確にした指導計画を作成している。
指導計画に基づき単元や題材のめあてを考えて
いる。

□

□

単元のゴールを明確にしている。

□
□

□

□

□

認め合う・学び合う集団の形成

構造的な板書とノート指導振り返りの設定

思考ツールの活用

ＩＣＴ機器の活用発問の工夫

価値ある対話・表現と交流
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「なぜだろう」「どうしてだろう」と生徒が課
題を追究している。
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させている。

生徒が考えたことを共有している。

□
□

大型提示装置を活用し、プロジェクターに教材
を映している。
chromebook 等のアプリを活用し、教材を校
内で共有している。
chromebook 等のアプリを活用し、共同編集
作業に取り組ませている。

□

□

生徒の考えたことをキーワードでまとめてい
る。

□

ノートに書かせる内容を指示している。

情報が整理され、見やすくて分かりやすい。

１時間の学習内容や生徒の思考過程を可視化し
ている。

(例)
ベン図、ピラミッド、イメージマップ 、クラゲチャート、
ダイヤモンドランキング 、Ｘ・Ｙ・Ｗチャート、
マトリックス

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら考
えたことを可視化し、操作させている。

□

□ ひとり一人の考えを表出させている。

□
□

□

本時のめあてを振り返らせている。

学習内容をまとめている。

自分の言葉で本時の学習について自己評価させ
ている。

次時の学習の見通しをもたせている。
□

単元や題材の学習を通して、生徒に身に付けさ
せる力を明確にした指導計画を作成している。
指導計画に基づき単元や題材のめあてを考えて
いる。

□

□

単元のゴールを明確にしている。

□
□

□

□

□

認め合う・学び合う集団の形成

構造的な板書とノート指導振り返りの設定

思考ツールの活用

ＩＣＴ機器の活用発問の工夫

価値ある対話・表現と交流

見通しをもたせるめあてと導入単元を見通した指導計画

授業改善に活かす評価

要素① 要素②

要素③ 要素④

要素⑤ 要素⑥

要素⑧要素⑦

要素⑩要素⑨

個の学習状況を把握し、その場で支援したり、
次時の授業を改善したりしている。

生徒の資質能力を育むために、単元や題材の学
習を通して「いつ」「何を」「どのように」評
価するかを明確にしている。

□

□

□

□ 教室掲示等、学習環境を整備している。□

生徒が互いに、認め合ったり、称賛し合ったり
できるようにしている。
生徒が粘り強く課題に取り組めるように、受
容・称賛・励ましの言葉を掛け合っている。

□

□

生徒の考えたことをキーワードでまとめてい
る。

ノートに書かせる内容を指示している。

情報が整理され、見やすくて分かりやすい。

１時間の学習内容や生徒の思考過程を可視化し
ている。

□
□

□

本時のめあてを振り返らせている。

学習内容をまとめている。

自分の言葉で本時の学習について自己評価させ
ている。

次時の学習の見通しをもたせている。
□

単元のゴールを明確にしている。

□
□

□

認め合う・学び合う集団の形成

構造的な板書とノート指導振り返りの設定

授業改善に活かす評価

要素⑧要素⑦

要素⑩要素⑨

□

個の学習状況を把握し、その場で支援したり、
次時の授業を改善したりしている。

生徒の資質能力を育むために、単元や題材の学
習を通して「いつ」「何を」「どのように」評
価するかを明確にしている。

□

□

□

□

取中生の学びを支える授業のポイント踏まえた要素１０

授業をデザインするために必要な10の場面を要素として提示します。
それぞれの要素項目についてセルフチェックして授業構築の参考にしましょう！

□

□

□

□

生徒の興味・関心を高めている。

□

知的好奇心をかき立てる発問をしている。

考えを引き出すように発問している。

教室掲示等、学習環境を整備している。□

□
生徒に、何を学ぶか、どのように学ぶのか、見
通しをもたせている。

□

学習の流れやめあてを提示している。

生徒が互いに、認め合ったり、称賛し合ったり
できるようにしている。
生徒が粘り強く課題に取り組めるように、受
容・称賛・励ましの言葉を掛け合っている。

□

□

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら、
生徒の多角的に捉えている。□

ＩＣＴ機器を活用し、課題の提示を工夫してい
る。□

教師が思考に働きかけるような発問や、本時の
ねらいを達成するための発問をしている。

教師が生徒の発言を価値づけている。

「なぜだろう」「どうしてだろう」と生徒が課
題を追究している。

個に応じた支援について、あらかじめ検討・準
備している。

生徒が本時の学習課題を理解したり、課題を解
決したりしている。

多面的・多角的に捉えさせ、情報を整理・分析
させている。

生徒が考えたことを共有している。

□
□

大型提示装置を活用し、プロジェクターに教材
を映している。
chromebook 等のアプリを活用し、教材を校
内で共有している。
chromebook 等のアプリを活用し、共同編集
作業に取り組ませている。

□

□

生徒の考えたことをキーワードでまとめてい
る。

□

ノートに書かせる内容を指示している。

情報が整理され、見やすくて分かりやすい。

１時間の学習内容や生徒の思考過程を可視化し
ている。

(例)
ベン図、ピラミッド、イメージマップ 、クラゲチャート、
ダイヤモンドランキング 、Ｘ・Ｙ・Ｗチャート、
マトリックス

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら考
えたことを可視化し、操作させている。

□

□ ひとり一人の考えを表出させている。

□
□

□

本時のめあてを振り返らせている。

学習内容をまとめている。

自分の言葉で本時の学習について自己評価させ
ている。

次時の学習の見通しをもたせている。
□

単元や題材の学習を通して、生徒に身に付けさ
せる力を明確にした指導計画を作成している。
指導計画に基づき単元や題材のめあてを考えて
いる。

□

□

単元のゴールを明確にしている。

□
□

□

□

□

認め合う・学び合う集団の形成

構造的な板書とノート指導振り返りの設定

思考ツールの活用

ＩＣＴ機器の活用発問の工夫

価値ある対話・表現と交流

見通しをもたせるめあてと導入単元を見通した指導計画

授業改善に活かす評価

要素① 要素②

要素③ 要素④

要素⑤ 要素⑥

要素⑧要素⑦

要素⑩要素⑨

□

個の学習状況を把握し、その場で支援したり、
次時の授業を改善したりしている。

生徒の資質能力を育むために、単元や題材の学
習を通して「いつ」「何を」「どのように」評
価するかを明確にしている。

□

□

□

□

取中生の学びを支える授業のポイント踏まえた要素１０

授業をデザインするために必要な10の場面を要素として提示します。
それぞれの要素項目についてセルフチェックして授業構築の参考にしましょう！

□

□

□

□

生徒の興味・関心を高めている。

□

知的好奇心をかき立てる発問をしている。

考えを引き出すように発問している。

教室掲示等、学習環境を整備している。□

□
生徒に、何を学ぶか、どのように学ぶのか、見
通しをもたせている。

□

学習の流れやめあてを提示している。

生徒が互いに、認め合ったり、称賛し合ったり
できるようにしている。
生徒が粘り強く課題に取り組めるように、受
容・称賛・励ましの言葉を掛け合っている。

□

□

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら、
生徒の多角的に捉えている。□

ＩＣＴ機器を活用し、課題の提示を工夫してい
る。□

教師が思考に働きかけるような発問や、本時の
ねらいを達成するための発問をしている。

教師が生徒の発言を価値づけている。

「なぜだろう」「どうしてだろう」と生徒が課
題を追究している。

個に応じた支援について、あらかじめ検討・準
備している。

生徒が本時の学習課題を理解したり、課題を解
決したりしている。

多面的・多角的に捉えさせ、情報を整理・分析
させている。

生徒が考えたことを共有している。

□
□

大型提示装置を活用し、プロジェクターに教材
を映している。
chromebook 等のアプリを活用し、教材を校
内で共有している。
chromebook 等のアプリを活用し、共同編集
作業に取り組ませている。

□

□

生徒の考えたことをキーワードでまとめてい
る。

□

ノートに書かせる内容を指示している。

情報が整理され、見やすくて分かりやすい。

１時間の学習内容や生徒の思考過程を可視化し
ている。

(例)
ベン図、ピラミッド、イメージマップ 、クラゲチャート、
ダイヤモンドランキング 、Ｘ・Ｙ・Ｗチャート、
マトリックス

比較・検討・分類・統合・関連付けしながら考
えたことを可視化し、操作させている。

□

□ ひとり一人の考えを表出させている。

□
□

□

本時のめあてを振り返らせている。

学習内容をまとめている。

自分の言葉で本時の学習について自己評価させ
ている。

次時の学習の見通しをもたせている。
□

単元や題材の学習を通して、生徒に身に付けさ
せる力を明確にした指導計画を作成している。
指導計画に基づき単元や題材のめあてを考えて
いる。

□

□

単元のゴールを明確にしている。

□
□

□

□

□

認め合う・学び合う集団の形成

構造的な板書とノート指導振り返りの設定

思考ツールの活用

ＩＣＴ機器の活用発問の工夫

価値ある対話・表現と交流

見通しをもたせるめあてと導入単元を見通した指導計画

授業改善に活かす評価

要素① 要素②

要素③ 要素④

要素⑤ 要素⑥

要素⑧要素⑦

要素⑩要素⑨

今年度のテーマ



今年度のテーマ

今年度のテーマ

「考える」授業づくりの工夫
～思考ツールを活用して～

｢考える｣とは？
｢順序立てる｣｢比較する｣｢分類する｣｢分析する｣｢見通しを持つ｣など思考過程
の細分化⇒思考スキル⇒思考スキルを発揮するための手段が『思考ツール』



昨年度を
3年計画の『土台』と

位置付ける

思考ツール研修 ペア・班活動の実施
学びのＵＤ 本時の流れの掲示

タイマーの設置 教室環境の整備

今年度
『土台』をもと、
次の取り組みへ

来年度を
３年間の結果と
結果の検証？

生徒が｢考える｣授業

『思考スキル』
『思考ツール』

今年度のテーマ



今年度の取り組み考える授業づくりの工夫 ～思考ツールを活用して～

＜本日＞



今年度の取り組み
６月１７日
校内研修



６月２５日
校内研修（岩井教授をお招きして）

今年度の取り組み



今年度の取り組み



今年度の取り組み



１２月１２日校内研修

今年度の取り組み



＜各教科の『めあて』の変化＞ 今年度の取り組み



思考スキルをめあてに組み込んでいる率 今年度の取り組み



今年度の取り組み

取石中学校

確かな学びの実現

(取中[Ｔ]の未来[Ｍ]）

授業力

TORIタ
イム 基礎学力

職員研修

サポート



今年度の取り組み

授業力（考える授業づくりの工夫～思考ツールを活用して～以外で）

①校内研究授業（学期に１回）
１学期：３年国語 ２学期：１年数学 ３学期：２年英語

②交流授業（旧：相互授業参観）
１学期： ５月１９日 ～６月３０日
２学期：１０月１４日～１１月２６日
３学期： ２月 ２日～ ２月２４日

担当の教科はもちろんのこと、他の教科の授業も見せていただき、いろい
ろな発見や、新たなアイデアを考える機会を通して、先生方の授業力ＵＰを
めざす取り組みです。



今年度の取り組み



今年度の取り組み

ＴＯＲＩタイム
①ＴＯＲＩタイムとは(取中オリジナルの名称）
『学校全体で他者との“かかわりの力”を育てる活動を行う時
間』を週に１回(１０分)行うというものです。具体的には“ソ
ーシャルスキルトレーニング(ＳＳＴ)”と“構成的グループエ
ンカウンター(ＳＧＥ)”を組み合わせた活動です。

↓

②ＴＯＲＩトーク
ペア学習やグループ活動でＴＯＲＩタイムで身につけたスキ

ルを授業場面で活かす。例「ペアでＴＯＲＩトーク開始！」



ＴＯＲＩタイム
構成的グループエンカウンター(SGE）
「アドじゃん」「質問じゃんけん」
・エクササイズ→シェアリング

ソーシャルスキルトレーニング(SST）
①挨拶 ②うなずいて聞く

③先生の指示をしっかりと聞く

『感情』を育む 『行動』を育む

『かかわりの力』の構成要素である「自尊感情とソーシャルスキル」を育む

学校不適応の予防・改善につながる

取中(Ｔ)の輝く未来(Ｍ)へつながる



今年度の取り組み

基礎学力
①基礎テスト

定期テスト前に基礎的内容の確認と協働学習による学習意欲の向上をめざ
します。

②よむＹＯＭＵ
読売新聞が独自に作成した教材を
朝のＨＲ前に実施

③朝読
朝のＨＲを始める前に、生徒も先生も１０分間読書をします。



勉強のポイントが分かる

基礎テスト実施後、班で協働学習

テストと類似または同じ問題を作成

勉強へのやる気ＵＰ→基礎学力ＵＰ

総合の時間で基礎テスト実施

今年度の取り組み



よ
む
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ

今年度の取り組み



職員研修
①公開授業を参観
高石市立加茂小学校の職員研修『ＳＣ辻󠄀先生より、保護者対応中心に』
大阪市立西淀中学校『文部科学省リーディングＤＸスクール事業』
高石市立取石小学校の授業づくり研修・研究授業『思考ツールを使って』
高石市立取石小学校の職員研修『シンキングツールの効果的な活用』
和歌山大学教育学部附属中学校教育研究協議会
豊中市立第十四中学校 ＴＭ公開授業研究会 その他、学習指導部員が独自に研修に参加

②校内研修
スリンプルプログラム研修 思考スキル・ツール研修
ＳＣ活用に関する研修
大阪大谷大学の岩井先生をお招きしての研修
２学期開始前ＳＣによる夏季研修 など

今年度の取り組み



和歌山大学教育学部附属中学校
教育研究協議会

今年度の取り組み



今年度の取り組み



サポート
①新任・若手教員へ
例：家庭訪問のすすめ、テストの受け方の共有、

テスト監督の実施の仕方など(生徒指導部と協力しつつ）
懇談のすすめ、２学期開始の心構えなどの作成、啓発ポ
スター掲示

②研修報告や啓発ポスターなどの掲示
授業の三撃、ＴＭ通信、研修の報告、啓発ポスターなど

（職員室の後方の印刷室スペースに）

今年度の取り組み



今年度の取り組み



今年度の取り組み



成果と課題と今後に向けて

＜成果＞
① 昨年のＵＤスタイルが『当たり前』
② 思考スキル・ツールなど、新しい

取組みにも積極的
③ １年間継続できたこと
④ 職員集団が非常に協力的



成果と課題と今後に向けて

＜課題＞
① 全教員への共通認識を年度毎に確認。
② 研修や交流授業への積極的な参加が
できる体制の構築。

③ 小中連携の強化。
④ 継続してこその…。



昨年度を
3年計画の『土台』と

位置付ける

思考ツール研修 ペア・班活動の実施
学びのＵＤ 本時の流れの掲示

タイマーの設置 教室環境の整備

今年度
『土台』をもと、
次の取り組みへ

来年度を
３年間の結果と
結果の検証？

生徒が｢考える｣授業

『思考スキル』
『思考ツール』

『考える授業』＝『思
考スキルをめあてに
組み込んだもの』

成果と課題と今後に向けて



最後に

来年度、１つの成果を出す３年めとなりま

す。ＴＭ（取中の未来）に、ご支援・ご協

力をいただけたら幸いです。温かい意見や

感想をよろしくお願いします。

ご静聴ありがとうございました。

高石市立取石中学校

成果と課題と今後に向けて
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